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木綿街道定時ガイド

●毎週金曜日　
　13:30～15:00（予約不要）
●利用料：500円／人（本石橋邸入館料含む）
●対象：個人観光客（市民の方も歓迎です）
●問い合わせ先
　出雲市木綿街道交流館
　TEL 0853－62－2631
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ふ
れ
あ
い
に
よ
る　

お
も
て
な
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地
域
振
興
は
住
む
も
の
の
手
で

　

古
事
記
編
さ
ん
１
３
０
０
年
を
契
機
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
出

雲
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
ま
た
、
出
雲
を
訪
れ
る
方
を
お
も
て
な
し
の
心

で
お
迎
え
す
る
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
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。
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ー
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市
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さ
ん
が
取
り
組
む
お
も
て
な
し
・
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。
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木
綿
街
道
（
平
田
町
）
は
、
平
田

木
綿
の
集
散
地
と
し
て
、
江
戸
末
期

か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
栄
え
、
多

く
の
商
家
が
軒
を
連
ね
賑
や
か
な
市

場
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
現
在

で
も
出
雲
格
子
と
呼
ば
れ
る
格
子
窓

が
連
な
る
塗
壁
造
り
の
建
物
が
数
多

く
残
っ
て
お
り
、
往
時
の
面
影
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

木
綿
街
道
に
伝
わ
る
食
文
化
や
建

築
様
式
の
多
く
は
、
こ
の
地
域
な
ら

で
は
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
財
産

と
し
て
誇
り
を
も
ち
、
保
存
・
継
承

し
て
い
く
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
16
年
に
は
、「
地
域
振
興
は

そ
こ
に
住
む
地
域
住
民
の
手
で
盛
り

上
げ
て
行
こ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

地
域
住
民
が
中
心
と
な
り
木
綿
街
道

振
興
会
が
結
成
さ
れ
、
訪
れ
る
人
を

も
て
な
し
、
木
綿
街
道
の
良
さ
を
伝

え
て
い
く
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

振
興
会
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
な
ど
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行

う
と
と
も
に
、
楽
し
み
な
が
ら
巡
る

新
し
い
街
道
文
化
の
創
出
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
歴
史
や
文
化
を
今
に
伝
え

る
中
国
地
方
の
街
道
と
し
て
国
土
交

通
省
か
ら｢

夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
認

定
地
区｣

と
し
て
認
定
を
受
け
た
り
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
や
雑
誌
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、「
古
い

町
並
散
策
地
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
こ
の
４
月
か
ら
「
木

綿
街
道
定
時
ガ
イ
ド
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
「
定
時
ガ
イ
ド
」
は
、

従
来
か
ら
あ
る
団
体
客
を
対
象
と
し
た

ガ
イ
ド
に
加
え
、
個
人
観
光
客
を
対
象

と
し
た
ガ
イ
ド
を
行
う
も
の
で
す
。
集

合
場
所
、
出
発
時
間
、
コ
ー
ス
が
予
め

設
定
し
て
あ
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
を

有
料
で
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
集
合
場
所
と
な
る
「
木
綿

街
道
交
流
館
」
で
平
田
や
木
綿
街
道
の

歴
史
、
建
築
物
の
説
明
を
聴
き
、
そ
の

後
、
ま
ち
歩
き
を
行
い
、
木
綿
街
道
の

町
並
み
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
老
舗
を

周
り
ま
す
。
老
舗
の
各
店
主
が
ガ
イ
ド

と
な
り
次
の
店
に
引
き
継
ぐ
リ
レ
ー
方

式
で
の
案
内
と
な
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、

そ
の
店
が
も
っ
て
い
る
木
綿
街
道
で
の

歴
史
や
商
い
の
話
、
木
綿
街
道
で
の
思

い
出
話
な
ど
、
そ
の
店
、
そ
の
店
、
そ

の
人
な
ら
で
は
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
は
、「
ま
ず
は
訪

れ
る
お
客
様
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
何
を
求
め
て
い
る
か
見

つ
け
る
こ
と
、
こ
の
２
つ
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
」「
歴
史
や
文
化
だ
け
で
な

く
、
こ
の
木
綿
街
道
の
空
気
を
感
じ
、

私
た
ち
の
生
活
の
匂
い
を
感
じ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
真
摯
で
、
誇
ら
し
げ
に

意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　

木
綿
街
道
の
定
時
ガ
イ
ド
は
、
お
客

様
に
木
綿
街
道
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
そ
こ
に
住
む
人
と
訪
れ
る
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
、
木
綿
街
道
の
魅

力
や
空
間
、
時
間
を
共
有
で
き
る
場
所

と
し
て
、今
後
、ま
す
ま
す
心
の
こ
も
っ

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

木綿街道の写真（本石橋邸）

ガイド風景

４
月　

定
時
ガ
イ
ド
ス
タ
ー
ト

木
綿
街
道
お
ち
ら
と
リ
レ
ー
ガ
イ
ド

平成24年　　
　４月スタート



これからも創意工夫しながら、風車の発電量増加に向けて取り組んでいきます。
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※ ※

「再生可能エネルギー」について考えてみよう！「再生可能エネルギー」について考えてみよう！

　道の駅キララ多伎に隣接するキララトゥーリマキ風力発電所は、出雲市が運営しています。
今回はこの発電所の運転状況についてご紹介します。

「再生可能エネルギー」について考えてみよう！
シリーズ

「“多伎の風車”はどれくらい発電しているの？」第 3 回

おたずね／新エネルギー推進室　☎ 21－6541

出雲科学館
キャラクター
「リカム」

・出力：1,700kW（850kW × 2 基）
・メーカー：ヴェスタス社（デンマーク）
・羽根 1 枚の長さ：26 ｍ
・運転開始：平成 15 年 2 月

近年、運転日数の減少により発電量が減少しています。

※風車 2 基の合計

設備概要

運転状況

運転開始から約9年、人間でいうと
40～50才くらいだよ。

運転日数が減ったのは
どうしてかな？

原因は？

対応は？

　運転日数が減少している原因は、経年劣化に伴う故障の増加に加え
て、落雷による羽根の破損が生じたためです。
☆経年劣化による故障
　・油圧設備のポンプ故障やオイル漏れ
　・発電機ベアリング ( 軸受 ) の金属疲労による破損…など
☆落雷による被害
　・平成 23 年 1 月と 3 月の落雷による羽根先端部の破損
　　　（平成 23 年 8 月に復旧）

☆ 365 日運転状況をインターネットで監視し、不具合が発生したら
　迅速に「原因調査→部品発注→修繕作業」を行います。

☆故障頻度の高い部品の在庫を増やし、迅速に交換を行います。
☆故障の原因を特定し、強度の高い部品に交換する等、再発防止に
　努めます。

風車に不具合が生じたら、担当者の
携帯電話へすぐにメールが届きます。

複合的な故障の場合、故障箇所の特定等に時間がかかることが課題です。

「トゥーリマキ」とは、フィンランド語で
「風の丘」という意味だよ！




